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アーベル圏・完全圏や三角圏といったホモロジー代数の舞台となる圏における，ある種のモデル構造と余ね

じれ対のペアとの対応についてご紹介します．余ねじれ対 (cotorsion pair)の概念は，加群の圏でこれを導入

した Salce [S79]に遡るようです．

Hovey [H02],[H07]により，アーベル圏上のモデル構造と良い余ねじれ対の対応が示されました．そこでは，

余ねじれ対のペアから生じるモデル構造は abelian model structureと呼ばれています．この対応は Gillespie

（[G11]等）により，弱べき等完備な完全圏に exact model structureという名称のもと一般化されています．

三角圏においては，もはや圏は（余）完備とは要求し難いですが，やはり類似として（（余）完備性や functorial

factorizationを要求しない）モデル構造と良い余ねじれ対のペアとの間に対応が得られることが，Yangによ

り示されました [Y15]．同論文においてこの結果は三角圏の proper class of trianglesを用い，一般に三角圏

での relative homological algebraに適用可能な形で示されています．

本講演では上記の文献等に基づいて解説を行うとともに，これらを含む加法圏のあるクラスを導入 [NP]し，

同様のモデル構造と余ねじれ対のペアとの対応もご紹介できればと思います．本講演の一部は，Yann Palu氏

との共同研究の内容に基づきます．
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